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カタグロ ミ ドリメクラガメの繁殖 特性

鈴木 芳人 ・田中 幸一(九 州農業試験場)

Reproductive traits of Cyrtorrhinus lividipennis REUTER. Yoshito SUZUKI and 
Koichi TANAKA (Kyushu National Agricultural Experiment Station, Nishigoshi, Kuma
moto 861-11)

Developmental speed and reproductive potential of the mirid bug, Cyrtorrhinus 

lividipennis, were measured nuder laboratory conditions. Both nymphs and adults were 

supplied with rice plants onto which gravid females of Nilaparvata lugens were released. 

Developmental zero and cumulative heat units required for completion of the immature 

stages were calculated at 11.7•Ž and 260 day-degrees, respectively, based on the 

immature period measured at 20, 24, and 28•Ž. Mean longevities (•}SD) of male and 

female adults at 25•Ž were 30.1•}5.9 and 28.2•}5.7 days, respectively. Female 

adults started oviposition 3.1 days after emegence. Lifetime fecundity of females was 

291.2•}83.7 eggs, which was more than 10 times as large as the largest figure so far 

reported for C. lividipennis. It was suggested that the presence of N. lugens females in 

the rearing cage provided C. lividipennis with a much better food source than the 

ordinarv rearinv mothnd of prouidin N. lugens eggs laid in rice plants.

Key words: Cyrtorrhinus lividipennis, Nilaparvata lugens, development, longevity,
 fecundity

水 稲 の 主 要 害 虫 で あ る トビ イ ロ ウ ン カNilaparaata

lugens STALの 個 体 群 密 度 を制 御 す る能 力 を天 敵 類 が有

す るか否 か につ い ては 研 究 者 の 間 で 見 解 が わ か れ て い る

が,日 本 の 水 田 に 関 して は 否 定 的 な 見 方 が され て きた

(久 野,1968;田 中,1989)。 しか し,イ ネ ウ ン カ類 の 個

体 群 増殖 率 は密 度 依 存 的 に低 下 す る こ とが 知 られ て お り

(久 野,1968;渡 邊 ら,1994),そ の要 因 と して長 翅 型 雌

率 の密 度 依 存 的 増 加 の ほ か に天 敵 類 の 働 きが 関与 して い

る可 能性 が考 え られ る。 と りわ け トビ イ ロ ウ ン カ と と も

に 海 外 か ら飛 来 す る カ タ グ ロ ミ ド リ メ ク ラ ガ メCyrtor-

rhinus lividipennis REUTERに つ い て は,ト ビ イ ロ ウ ン カを

低 密 度 に制 御 す る能 力 の あ る こ と が長 崎 県 にお け る野 外

調 査 と 室 内 実 験 に よ っ て 示 唆 さ れ て い る(中 須 賀,

1977;寺 本 ・中 須 賀,1994)。 熱 帯 水 田 に お い て も カ タ

グ ロ ミ ドリメ ク ラガ メ は トビ イ ロ ウ ンカの 捕 食 者 と して

注 目 され て き た(HINCKLEY,1963;STAPLEY,1976;CHIU,

1979)が,天 敵 と して の 役割 に つ い て は疑 問 視 す る研 究

者 も多 く,.そ の 根 拠 の一 つ と して トビイ ロ ウ ン カ に比 べ

て 産卵 能 力 が 著 し く低 い こ とが 指 摘 され て い る(IRRI,

1977;SIVAPRAGASAM and ASMA,1985)。 確 か に これ まで

室 内 飼育 に よ っ て 測定 され て きた カ タグ ロ ミ ドリメ ク ラ

ガ メの1雌 当 た り産卵 数 は極 め て 少 な い 。 しか し,水 田

内におけるカタグロミドリメクラガメの世代間増殖率の

高 さ(寺 本 ・中須賀,1994)か らみて,本 種の産卵能力

はこれまで過少評価されてきた可能性がある。本稿では

従来 とは異なる方法で本種の飼育を行い,卵 ・幼虫期の

発育速度 と成虫期の寿命,産 卵前期間,産 卵数を測定し

た結果を報告する。

材 料 お よ び 方 法

熊本県菊池郡にある九州農業試験場情報処理研究室に

おいて25℃,16L8Dの 条件下で継代飼育 されているセ

ジロウンカおよび トビイロウンカ,カ タグロミドリメク

ラガメを実験に供した。これらの飼育系統のうち,セ ジ

ロウンカとトビイロウンカはともに1989年8月 に福岡県

筑後市で採集した成虫をもとに品種レイホウの芽出しイ

ネで維持 されており,カ タグロミドリメクラガメは1993

年8月 に熊本県菊池郡で採集 した幼虫と成虫をもとに ト

ビイロウンカを放飼 したレイホウの芽だし苗で維持され

ている。飼育実験には220mPの プラスチック製容器 に一

本植した分げつ初期(総 茎数3～5本)の レイホウ苗を

用いた。苗は容器ごと水を入れた トレーに入れ,プ ラス

テ ィック製円筒をかぶせ,円 筒の上部はテ トロンゴース

で覆った。
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発育速度

羽化後4～6日 のカタグロミドリメクラガメ雌成虫を

苗当たり6頭 放飼 し,25℃ 条件下で6時 間産卵させた。

産卵 された苗は直 ちに16L8Dの 恒 温器(20,24,28℃)

に移 し,成 虫の羽化が終了するまで毎日,発 育段階別個

体数を記録し,羽 化した成虫を除去した。苗にはカタグ

ロミドリメクラガメの孵化が始まる約2～5日 前から腹

部が肥大した トビイロウンカ雌成虫を苗当たり2頭 放飼

した。 トビイロウンカが死亡した場合にはス トックから

別個体を追加 し,実 験終了まで苗当たり雌成虫数を2頭

に維持 した。苗の劣化を防ぐため,容 器内で4齢 以上に

発育が進んだ トビイロウンカ幼虫は大部分取 り除いた。

実験に供 した苗は実験終了に解剖 し,産 下 されていたカ

タグロミドリメクラガメの総卵数と孵化卵数を調べた。

成虫期の寿命,産 卵前期間,産 卵数

実験開始1日 前に腹部が肥大 した トビイロウンカ雌成

虫を苗当たり2頭 放飼 した。羽化後1日 以内のカタグロ

ミドリメクラガメ雌雄各1頭 をこの苗に放飼し,雌 が死

亡するまで毎日苗を観察して,カ タグロミドリメクラガ

メ幼虫の孵化数,お よび放飼した トビイロウンカとカタ

グロミドリメクラガメの生死を調査 した。カタグロミド

リメクラガメ雄成虫あるいは トビイロウンカ雌成虫がカ

タグロミドリメクラガメ雌成虫より先に死亡 した場合に

は,そ れぞれのストックから別個体を追加 した。苗は原

則として15日 毎に,苗 の劣化がそれより早期に起 こった

場合にはその時点で,新 たな苗と交換 した。また,回 収

した苗に産まれていたカタグロミドリメクラガメの卵と

死亡 したカタグロミドリメクラガメ雌成虫の保有成熟卵

を実体顕微鏡下で計数 した。

上記の実験に用いたカタグロミドリメクラガメ雌成虫

の産卵前期間を,産 卵の有無を直接観察して測定するこ

とは困難であったので,以 下の方法によって推定 した。

実験 とは別にカタログミドリメクラガメ雌成虫6頭 に6時

間産卵 させ,そ の苗から孵化する幼虫数を孵化が終了す

るまで毎日記録 し,平 均卵期間を測定した。実験に用い

た雌成虫の産卵前期間は,実 験開始後最初に孵化幼虫が

観察されるまでの期間と平均卵期間の差によって求めた。

実験は25℃,16L8Dの 恒 温室内で12反 復で行い,飼

育途中でカタグロミドリメクラガメ雌成虫が事故死した

2例 を除く10反 復の結果を集計 した。

結 果

発育速度

20,24,28℃ の各温度区に供したカタグロミドリメク

ラガメ卵数はそれぞれ18,16,18卵 であり,孵 化率はそ

れ それ72.2,93.8,94.4%,孵 化 幼 虫 の 羽 化 率 はそ れ ぞ

れ76.9,100.0,94.1%で あ っ た 。 産 卵 か ら羽 化 ま で の

発育 日数 は い ずれ の 温 度 区 で も雌 雄 間 で 有 意 差 がな く,

平 均 発 育 日 数(±SD)は20,24,28℃ 下 で そ れ ぞ れ

31.4±2.2,21.1±0.9,16.0±1.0日,卵 期 間 は12.5±

0,7,8.6±0.4,6.3±0,5日 で あ っ た 。 本 実 験 で は個 体

別飼 育 を行 わ な か っ たの で,幼 虫 期 間 を平 均 羽 化 日 と平

均孵 化 日の差 か ら計 算 した結 果,そ れ ぞ れ18.9,12.4,

9.7日 で あ っ た 。

日 当 り発 育 速 度(y)と 温 度(x)の 関 係 は,y=-0.045+0

.0038x(r2=1.00)で 表 さ れ(Fig.1),こ の 式 か ら

計 算 され る発 育 零 点 と 発 育 有 効 積 算 温 量 は そ れ ぞ れ

11.7℃,260温 日度 で あ っ た 。

成 虫 の 寿 命,産 卵 前 期 間,産 卵 数

25℃ 恒 温 条 件 下 にお け るカ タグ ロ ミ ドリメ ク ラガ メ成

虫 の 生 存 曲線 をFig.2に 示 し た。 雄 の 平 均 生 存 日数 は

30.1±5.9日 で雌 の28.2±5.7日 よ りや や 長 い 傾 向 が あ っ

た が,差 は統 計 的 に有 意 で な か っ た(t検 定,p>0.05)。

雌 成 虫 の 産卵 前 期 間,総 産卵 数,総 形 成卵 数(総 産卵 数

Fig.1. Correlation between temperature during immature 

stages and developmental speed per day in C. liai-

dipennis.

Fig.2. Survivorship curves for male and female adults of C

 lividitennis at 25•Ž.
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Fig.3. Relationship in the daily oviposition rate between the 

two periods, 0 to 15 days after emergence (DAE) and 

16 days after emergence to death in C. lividipennis.

と産み残した成熟卵数の和)は,そ れぞれ3.1±0.7日,

291.2±83.7,296.7±83.5で あった。

雌の平均寿命のほぼ中間 日にあたる羽化後15日 目に最

初の苗換えを行った8個 体のデータを用いて,産 卵開始

後の日当たり産卵数を羽化後15日 以前(前 半)と16日 以

後(後 半)に 分けて比較 した結果をFig.3に 示 した。

両者の関係はほほ源点を通る回帰式であらわされ,前 半

の日当たり産卵数が多い個体は後半 も多い傾向がみられ

ること,お よび傾きの値から後半は前半にくらべて日当

たり産卵数が約50%に 低下することが示 された。

考 察

東アジア,東 南アジアの個体群を材料 として25～30℃

の条件下でこれまでに測定 されたカタグロミドリメクラ

ガメ雌成虫の平均寿命と生涯平均産卵数は,そ れぞれ

8.2～17.0日,14.8～22.4卵 の 範囲内にある(CHOI et

 al., 1992;SIVAPRAGASAM and ASMA, 19855; REYES and

 GABRIEL,1975; TANANGSNAKOOL, 1975)。 これに対 して,

本研究の結果得られた平均寿命と平均生涯産卵数はそれ

ぞれ28.2日,291.2卵 で あり,従 来の結果にくらべて寿

命は約2倍,生 涯産卵数は10倍 以上であった。このよう

な著しい差を生じた要因として,実 験に用いた個体群の

遺伝的特性の差と飼育条件の違いが考えられるが,従 来

の測定値のなかには日本に飛来する個体群と飛来源が共

通すると考えられる韓国の個体群のデータも含まれてお

り,個 体群の遺伝的差は主たる要因ではないと考えられ

る。また,野 外における侵入世代のカタグロミドリメク

ラガメ個体群の増殖率の高 さ(中 須賀,1977;寺 本 ・中

須賀,1994)か ら判断して,従 来のカタグロミドリメク

ラガメの飼育方法では本種の潜在的産卵能力を著しく過

少評価 している可能性が高いと判断される。

従来のカタグロミドリメクラガメ成虫の飼育において

使用された餌は主としてイネに産卵された トビイロウン

カの卵であり,REYES and GABRIEL(1975)だ けが トビ

イロウンカの卵と若齢幼虫を給餌している。これに対し

て,本 研究では飼育期間中イネに トビイロウンカ雌成虫

を放飼 してカタグロミドリメクラガメを飼育した点が異

なっている。 したがって,ト ビイロウンカ雌成虫の存在

がカタグロミドリメクラガメの産卵能力を著しく高めた

可能性が考えられる。寺本 ・横溝(1992)は,カ タグロ

ミドリメクラガメ雌成虫の トビイロウンカ卵の捕食率が

トビイロウンカ雄成虫を同時に放飼することによって高

まることを報告 している。この結果も,ト ビイロウンカ

成虫の存在がカタグロミドリメクラガメ雌成虫の繁殖能

力を高めることを示唆 している。さらに,カ タグロミド

リメクラガメ幼虫の発育にとっても トビイロウンカ成虫

の存在が好条件を与えている可能性があることを指摘し

ておきたい。カタグロミドリメクラガメの産卵から羽化

までの発育 日数については本研究のほかにすでにいくつ

か報告があり,SIVAPRAGASAM and ASMA(1985)に よれ

ば28℃ で平均20.5日,CHOI et al.(1992)に よれば25℃

で平均23.75日 である。これらの研究 においてはイネに

産卵 された トビイロウンカの卵だけがカタグロミドリメ

クラガメ幼虫に給餌 されている。一方,ト ビイロウンカ

雌成虫とともにカタグロミドリメクラガメ幼虫を飼育し

た本研究で得 られた,発 育速度の気温に対する回帰式か

ら計算 される25℃ における発育日数は20.0日 で あり,従

来の結果にくらべて発育速度が上昇 している。

トビイロウンカ成虫の存在がカタグロミドリメクラガ

メの発育や産卵に対 して好条件を与える理由として考え

られるのは,ト ビイロウンカが排泄する甘露をカタグロ

ミドリメクラガメが餌として利用することである。実際

に室内で継代飼育中の カタグロミドリメクラガメがイネ

に付着 している甘露を吸汁 しているのが繁殖に観察され

ている(鈴 木,未 発表)。 これまでカタグロミドリメク

ラガメは トビイロウンカの卵の捕食者として注目されて

きた。 しかし,ト ビイロウンカが産卵 したイネを供給す

るだけではカタグロミドリメクラガメが著 しく低い産卵

能力しか実現 しない事実は,本 種が トビイロウンカから

甘露などの餌を間接的に得ている可能性を強く示唆 して

いる。この可能性については今後の検証が必要である。

LABA(1992)は カタグロミドリメクラガメの平均発

育 日数は21,1日 で末永(1963)が 測 定した トビイロウン

カの発育 日数より約1週 間短いと指摘 している。 しか し,

LABAは カ タグロミドリメクラガメの飼育条件を示 して
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お らず,末 永は様々な温度条件下で トビイロウンカの発

育日数を測定 しているので,こ の比較が同一温度条件下

で得られたデータに基づ くものかどうかは不明である。

末永(1963)は25℃ 下 でのセジロウンカと トビイロウン

カの発育日数をそれぞれ19,1～19.5日,21.1～21.3日 と

報告 している。久野(1968)が 測定 した発育零点と発育

有効積算温量から求められる25℃ における両種の発育 日

数も末永の結果とほとんど差がなく,そ れぞれ18.9日 お

よび22.5日 である。これらの発育 日数を本実験でえられ

たカタグロミドリメクラガメのそれと比較すると,25℃

条件下におけるカタグロ ミドリメクラガメの発育日数は

トビイロウンカより約2日 短く,セ ジロウンカより約1

日長いことになる。また,セ ジロウンカと トビイロウン

カの平均産卵前期間はそれぞれ2,9～6.1日,3.0～7.2日

で あり(末 永,1963),カ タグロミドリメクラガメの産

卵前期間とほぼ同じかより長い0以 上の比較結果は,カ

タグロミドリメクラガメが トビイロウンカより速く,セ

ジロウンカとほぼ同じ速度で世代を完了できることを示

している。しかし,カ タグロミドリメクラガメは トビイ

ロウンカに比べて寿命が長く,か つ トビイロウンカのよ

うに羽化後短期間に産卵が集中する傾向がみ られず,羽

化後16日 以後になっても平均 日当たり産卵数は羽化後15

日以前に比べ約50%の 水準を維持している(Fig.3)。 し

たがって,天 敵などの自然制御要因が働かない条件下で

は,カ タグロミドリメクラガメの平均世代期間は トビイ

ロウンカより長くなることが予測 される。ケージ内で3

か月以上にわたってカタグロミドリメクラガメとトビイ

ロウンカを飼育 したDYcK and ORLIDO(1977)は,カ タ

グロミドリメクラガメの世代期間がしばしば トビイロウ

ンカの世代期間より長いことを観察 している。かれ らの

観察結果は,カ タグロミドリメクラガメ雌成虫の寿命が

長く長期間産卵 した結果であると解釈 される。
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